
将
軍
家
に
関
わ
り
の
深
い
狩
野
派
の
絵
師
で
あ
る
の
で
、
舞
台
の
写
実
と

考
え
ら
れ
る
。
図
B
と
同
じ
描
き
方
で
な
い
の
が
面
白
い
。
表
着
は
唐
織
の

よ
う
で
、
こ
の
よ
う
な
演
出
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
牛
若
の
顔
貌
は
豊
頬

色
白
の
稚
児
顔
で
あ
る
。

　

図
D
は
M
I
H
O 

M
U
S
E
U
M
新
収
蔵
の
演
能
図
屏
風
の
一
図
、

土
佐
光
貞
筆
、
1
7
9
2
以
降
制
作
。
図
E
は
生
駒
市
宝
山
寺
の
迎
賓
館
の

襖
絵
の
一
図
、土
佐
光
孚
筆
、1
8
4
0
年
代
制
作
。
光
貞
、光
孚
は
親
子
で
、

土
佐
派
正
系
の
絵
師
。

　

牛
若
の
衣
装
が
親
子
で
も
違
う
の
は
実
写
に
よ
っ
た
た
め
か
。
土
佐
派
の

大
天
狗
は
薄
幸
の
牛
若
を
気
の
毒
そ
う
に
見
つ
め
て
い
る
。

　

最
後
に
参
考
に
二
点
。
ま
ず
近
代
の
絵
師
に
な
る
が
月
岡
耕
漁（
1
8
6
9
～

1
9
7
7
）の「
能
楽
図
絵
」の
一
図
を
挙
げ
る
。
図
F
。
牛
若
は
江
戸
時
代

の
絵
に
近
い
。
大
天
狗
は
白
頭
、
大
兜
巾
、
掛
絡
、
鹿
背
杖
、
背
に
羽
団
扇
を

差
す
。
面
は
大
癋
見
。

　

図
G
は
今
年
の
廣
田
観
賞
会
の
チ
ラ
シ
。「
鞍
馬
天
狗
」の
小
書「
白
頭
」に

用
い
る
癋
見
悪
尉
面
を
中
央
に
、
大
天
狗
と
牛
若
の
イ
ラ
ス
ト
。
牛
若
の

顔
は
廣
田
明
幸
の
写
真
が
は
め
こ
ま
れ
て
い
る
。
空
中
に
舞
う
大
天
狗
の
顔

が
能
面
で
な
い
と
こ
ろ
が
楽
し
い
。大
天
狗
と
牛
若
が
見
つ
め
合
っ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
の
能
の
絵
画
の
伝
存
例
は
実
は
数
多
く
な
い
。「
鞍
馬
天
狗
」の

絵
画
も
ま
た
少
な
い
。
し
か
し「
恋
」と
い
う
主
題
か
ら
こ
れ
ら
の
稀
少
な

絵
画
を
眺
め
て
み
る
と
、
ま
た
気
づ
か
な
か
っ
た
感
興
が
湧
く
の
を
覚
え
る

の
で
あ
る
。

人
に
は
少
々
耳
遠
い
が
、
こ
れ
が
理
解
で
き
な
く
て
は「
鞍
馬
天
狗
」を
正
し

く
理
解
鑑
賞
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ふ
た
た
び
謡
曲
本
文
を
ひ
ら

く
と
次
の
あ
ま
り
に
美
し
い
文
に
出
会
い
目
が
く
ら
む
よ
う
だ
。

「
さ
て
も
沙
那
王
が
出
立
に
は
、
肌
に
は
薄
花
桜
の
単
に
、
顕
紋
紗
の

直
垂
の
、
露
を
結
ん
で
肩
に
掛
け
、
白
糸
の
腹
巻
白
柄
の
薙
刀
、

例
へ
ば
天
魔
鬼
神
な
り
と
も
、
さ
こ
そ
嵐
の
山
桜
、
花
や
か
な
り
け
る

出
立
か
な
。
」

　

不
遇
の
牛
若
の
ま
と
う
桜
色
に
匂
う
白
地
薄
絹
の
衣
、
白
い
鎧
に
白
い

薙
刀
、
少
年
の
武
装
姿
で
こ
れ
ほ
ど
清
ら
か
な
エ
ロ
ス
に
み
ち
た
表
現
が

あ
っ
た
ろ
う
か
。

　

前
説
が
長
く
な
っ
た
が
、「
鞍
馬
天
狗
」を
描
い
た
江
戸
時
代
の
絵
画
を

み
て
い
き
た
い
。

　
「
鞍
馬
天
狗
」を
描
く
絵
画
で
も
っ
と
も
古
い
の
は「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵　

旧
称
舟
木
本　

国
宝
）の
点
景
と
し
て
四
条
河
原
で

の
演
能
図
。
図
A

　

舞
台
を
後
方
か
ら
俯
瞰
し
て
描
く
。
野
外
の
舞
台
に
鏡
板
は
ま
だ
無
い
。
牛
若

の
出
立
は
白
ず
く
め
で
は
な
い
。
江
戸
初
期
の
演
出
か
。
観
客
が
後
場
の
名
場

面
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
て
い
る
。
大
天
狗
も
牛
若
を
見
つ
め
て
い
る
。

　

図
B
は「
能
絵
鑑
」（
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
蔵
）の
中
の
一
図
。
徳
川

家
宣（
1
6
6
2
～
1
7
1
2
）側
近
の
狩
野
派
の
絵
師
筆
と
考
察
さ
れ
て

い
る
名
品
。
牛
若
は
白
水
衣
で
、
こ
れ
が
江
戸
時
代
将
軍
家
に
鑑
賞
さ
れ
た

出
立
で
あ
っ
た
。
白
ず
く
め
で
あ
る
の
は
詞
章
通
り
。
大
天
狗
が
牛
若
の

薙
刀
を
持
っ
て
舞
っ
て
い
る
の
は
異
時
同
図
の
構
図
で
あ
る
。

　

図
C
は
同
時
代
の
狩
野
柳
雪（
1
6
4
7
～
1
7
1
2
）の
作
品
。
柳
雪
も

910

「
鞍
馬
天
狗
」
を
歩
く

廣 

田　

幸 

稔

　

能
に
は
源
義
経
が
登
場
す
る
曲
が
多
く
あ
り
ま
す
。「
橋
弁
慶
」

「
烏
帽
子
折
」「
安
宅
」「
船
弁
慶
」
等
で
す
が
、
義
経
が
成
人
し
た
の
ち

源
平
合
戦
を
主
題
に
し
た
曲
で
も
、
義
経
の
役
は
子
方
が
演
じ
ま
す
。

　

一
方
、
桜
が
舞
台
と
な
る
曲
も
「
嵐
山
」「「
右
近
」「
熊
野
」「
西
行

桜
」「
桜
川
」
等
こ
れ
も
多
く
演
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
「
鞍
馬

天
狗
」
は
、
義
経
が
登
場
し
、
鞍
馬
山
の
花
見
の
曲
で
す
。
稚
児
役
の

子
方
が
何
人
も
舞
台
に
並
ぶ
こ
と
で
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
姿
が
舞
台

に
華
や
ぎ
を
加
え
ま
す
。
能
の
子
方
は
「
鞍
馬
天
狗
」
の
花
見
の
稚
児

役
で
初
舞
台
を
踏
む
こ
と
が
多
く
、
鞍
馬
山
を
下
り
た
義
経
が
成
人
の

儀
式
を
迎
え
る
「
烏
帽
子
折
」
の
曲
で
子
方
を
卒
業
し
ま
す
。
能
に
限
っ
て

い
え
ば
、
子
方
は
義
経
役
で
舞
台
を
踏
み
、
経
験
を
重
ね
て
大
き
く
な
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
気
が
し
ま
す
。

　

能
「
鞍
馬
天
狗
」
は
子
方
・
義
経
と
春
爛
漫
の
鞍
馬
寺
の
桜
の
花
見

と
い
う
二
大
要
素
に
加
え
、
大
天
狗
を
後
ろ
盾
に
し
た
義
経
の
打
倒

平
家
の
兵
法
修
行
と
い
う
魅
力
的
な
題
材
を
盛
り
込
ん
だ
人
気
曲
で
す
。

　

鞍
馬
山
（
京
都
市
左
京
区
）
は
京
都
市
内
を
流
れ
る
鴨
川
と
高
野
川

の
合
流
地
点
・
糺
森
東
側
に
あ
る
叡
山
電
車
出
町
柳
駅
か
ら
終
点
鞍
馬

駅
ま
で
30
分
。
駅
前
で
は
大
天
狗
の
大
き
な
お
面
が
私
た
ち
を
迎
え
て

く
れ
ま
す
。
鞍
馬
駅
か
ら
は
鞍
馬
山
山
門
は
す
ぐ
目
の
前
、
徒
歩
２
分

ほ
ど
で
す
。
叡
山
電
鉄
沿
線
に
は
鞍
馬
貴
船
の
観
光
地
や
い
く
つ
か
の

大
学
も
あ
り
、
京
都
を
訪
れ
る
観
光
客
や
地
元
京
都
市
民
に
と
っ
て
も

お
馴
染
み
の
路
線
で
す
。
個
性
的
な
車
両
が
多
い
な
か
、
岩
手
県
三
陸
鉄

道
仕
様
の
車
両
（
期
間
限
定
）
も
あ
り
ま
す
。
さ
て
、
今
回
の
ル
ー
ト
は
、

鞍
馬
山
山
門
を
出
発
地
点
に
し
て
、
義
経
が
７
歳
か
ら
10
年
間
住
ん
で
い

た
と
い
う
「
東
光
坊
跡
」
を
経
て
、
桜
が
満
開
の
「
本
殿
金
堂
」、
兵
法

修
行
の
た
め
奥
の
院
に
向
か
う
途
中
で
喉
を
潤
し
た
と
い
う
「
息
つ
ぎ
の

水
」
や
「
背
く
ら
べ
の
石
」「
木
の
根
道
」、
大
天
狗
が
い
た
と
い
う
「
僧

正
が
谷
不
動
堂
」
か
ら
山
を
下
っ
て
貴
船
口
を
ゴ
ー
ル
に
し
ま
し
た
。
春

の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
鞍
馬
山
登
山
約
１
時
間
の
コ
ー
ス
で
す
。

　

平
治
の
乱
で
源
義
朝
を
討
ち
取
っ
た
平
清
盛
が
、
義
朝
の
遺
児

（
今
若
・
乙
若
・
牛
若
）
に
対
し
て
、
仏
門
に
入
る
こ
と
を
条
件
に
義
朝

の
愛
妾
常
盤
御
前
の
命
乞
い
に
応
え
た
話
は
有
名
で
す
。
義
経
は
幼
名

牛
若
、
鞍
馬
山
で
は
禅
林
坊
阿
闍
梨
覚
日
の
弟
子
と
な
っ
て
遮
那
王
と

名
を
改
め
ま
す
。
そ
の
義
経
が
預
け
ら
れ
た
鞍
馬
寺
は
、
比
叡
山
と
並
び
、

勇
猛
果
敢
な
僧
兵
の
拠
点
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
毘
沙
門
天
を
祀

る
寺
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
洛
北
の
地
で
あ
り
、

丹
波
を
抜
け
て
日
本
海
ま
で
通
じ
る
鞍
馬
街
道
は
交
通
の
要
所
で
す
。

幼
い
と
は
い
え
、
な
ぜ
そ
ん
な
寺
に
身
を
置
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
十
六
歳
に
な
っ
た
義
経
は
鞍
馬
を
出
奔
し
薬
王
峠
を
越
え
、

藤
原
秀
衡
を
た
よ
っ
て
奥
州
平
泉
に
向
か
い
ま
す
が
、
義
経
の
母
・

常
盤
御
前
が
再
婚
し
た
藤
原
長
成
の
身
内
に
は
、
藤
原
秀
衡
に
娘
を

嫁
が
せ
た
元
陸
奥
守
・
藤
原
元
成
と
い
う
奥
州
と
は
所
縁
の
人
物
が
い
る

こ
と
か
ら
、
常
盤
が
義
経
の
た
め
に
動
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説

も
あ
る
そ
う
で
す
。
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↑叡山電鉄出町柳駅ホーム左の三鉄カラー車両には
「祝三陸鉄道 ·リアス線全線運航再開 ·2020/3/20」
のプレート。右は観光列車「ひえい」

↑本殿金堂前の金剛床は人気のパワースポット

↑義経の「背比べ石」。
今年は背比べ石を越しました

↑「木の根道」義経が兵法修行を
したと伝えられる

↑貴船口「奥ノ院橋」。
貴船神社まで100mの標識

↑境内の桜が満開の本殿金堂

↑「東光坊跡」に建つ
義経公供養塔

↑新型コロナウィルス感染予防
のため、使用できませんでした

↑終点鞍馬駅

　

桜
は
つ
ぼ
み
も
咲
き
始
め
も
散
り
際
も
美
し
い
花
で
す
が
、
天
候
次

第
で
は
そ
の
美
し
さ
を
愛
で
る
時
間
も
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
能
「
鞍

馬
天
狗
」
の
詞
章
の
な
か
で
も
「
今
日
見
ず
は
悔
し
か
ら
ま
し
花
盛
り
、

咲
き
も
残
ら
ず
散
り
も
は
じ
め
ず
」
と
あ
り
ま
す
。
花
の
美
し
さ
は
人

の
心
を
奪
い
、
惑
わ
せ
、
誘
い
ま
す
。
能
「
鞍
馬
天
狗
」
の
シ
テ
・
山

伏
は
桜
の
花
と
義
経
の
美
し
さ
を
重
ね
、
師
と
し
て
育
み
、
父
の
よ
う

に
愛
お
し
ん
だ
の
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

孫
の
明
幸
は
、「
鞍
馬
天
狗
」
の
義
経
役
で
長
刀
の
型
を
覚
え
ら
れ
る

と
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
に
、
今
回
の
廣
田
鑑
賞
会
の
中
止
は
い
つ

も
に
増
し
て
心
残
り
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
桜
の
花
を
惜
し
む
よ
う
に
、

子
方
の
時
期
も
あ
っ
と
い
う
ま
に
終
わ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
庭
石
で
用
い
ら
れ
る
鞍
馬
石
（
石
英
閃
緑
石
）
は
、

約
一
億
年
前
、
丹
波
帯
の
堆
積
岩
中
に
マ
グ
マ
が
貫
入
し
て
で
き
た

そ
う
で
す
。
山
中
に
は
他
に
も
約
二
億
年
前
の
砂
岩
、
石
灰
岩
な
ど
を

説
明
す
る
立
て
札
が
あ
る
の
で
、
岩
石
好
き
の
方
に
は
楽
し
い
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
二
年
五
月
吉
日




